＜実践研究福井大学ラウンドテーブル・ZoneＣ・特別企画＞
　看護教育のあり方が問われていますが、「省察的実践者」をめざしたドナルド・ショーンの提起や、現象学的視点からの提起から学ぶことは多いと考えます。看護学生の学びの支援と同時に、教員もお互いに学び合う関係性の構築が求められています。また、看護教育と並行して養護教諭の養成を行なっている大学もあり、これら全体を視野に入れてテーマを以下のように設定しました。
　＜テーマ＞／看護教育における学生の学びをいかに支援するか
―看護学教育と教育学教育の質保証を視野に入れてー
日本学術会議から各学問領域の「参照基準」の作成が提起され、学士課程教育の質保証のための「参照基準」が各学問領域で作成・提案されています。看護学は2017年9月に提案、教育学は現在作成中です。このような現状において、今後看護学教育や教育学教育はいかにあるべきか、学生の学びをいかに支援するかについて考えたいと思います。ご関心のある方々のご参加をお待ちしています。
　今回は看護学教育・教育学教育関係者を中心とした、初めて学び合いの企画です。今後も継続して取り組んでいきたいと考えていますので、よろしくご協力をお願い致します。
　＜注記・福井大学ラウンドテーブルには4つのゾーンがあり、ゾーンＡは学校、Ｂは教師、Ｃはコミュニティ、Ｄは授業です。本企画はＣのコミュニティに入ります。＞
１　日時／2019年6月22日（土）10時―12時
２　場所／福井市地域交流プラザ＜アオッサ＞（福井駅前）

２　テーマ／看護教育における学生の学びをいかに支援するか
―看護学教育と教育学教育の質保証を視野に入れてー
３　内容」／
　＜シンポジウム＞　10時―11時10分（1人20分）
提案①　森透（福井医療大学）本企画の趣旨説明　10分
　提案②　前川幸子(甲南女子大学)「教員のリフレクションを生かした学び合う

関係の構築」20分
　提案③　大口二美(福井医療大学)「看護学教育におけるカリキュラム改正への
取り組み―福井医療大学の場合―」　20分
提案④　肥田武（一宮研伸大学）・三品陽平（愛知県立芸術大学）
「『チーム学校』の実現をめざすアクションリサーチ　―学校教育版IPE/TPEの試み―（第2報）」20分
＜グループ討論／クロスグループ＞　11時20分―12時
＊福井医療大学→養護教育（森透・青井利哉）／看護教育（森山悦子・大口二美・近田真美子ほか）
＊甲南女子大学→脇坂豊美「Self Evaluationを手がかりとした学生の学びの支援」
岡本朋子

＊熊本保健科学大学→井上加奈子

＊福岡女学院大学→薄井喜子

＜その他、現在参加を打診中＞
＊福井大学医学部看護学科
＊福井県立大学看護学部
＊福井県立看護専門学校
＊福井市医師会看護専門学校
＊敦賀看護大学ほか
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